
補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度

円 円 円 円 円 円
事業費 18,700,000

交付金額 18,700,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

本村の文化・芸術・芸能のさらなる振興発展と情報化・国際化に対応できる人
材育成の拠点施設（教育文化施設）として平成15年に宜野座村文化センター
が開設され、令和元年でオープンから16年目を迎える。中でも劇場棟（がらまん
ホール）では、村内学校の学習発表会等の文化事業を定期的に実施している。
　本施設の舞台機構（吊物）については、開設から16年が経過しており、保守点
検においても経年劣化による専用ロープの摩耗や操作盤機器の機能低下等が
指摘され、本施設の維持運営に支障をきたしている状態である。本事業を実施
することにより、安心安全な施設管理を行い、村民サービスの向上に繋げること
を目的とする。

【補助事業の成果及び評価】

今後も、保守点検等を行い、利用者が継続的に利用できる施設管理を行う。

無し

物品購入　舞台吊物専用ロープ等　一式

令和元年度

　１）村ホームページへ掲載済み
　２）村広報誌へ掲載済み

　本事業において舞台吊物の更新を実施したことで、経年劣化による専用ロープの
摩耗や操作盤機器の機能低下が改善され、安心安全な施設管理及び村民サービ
スの向上に寄与することができた。
　また、本事業実施後、令和２年３月から令和２年１２月までの稼働状況を確認し、
調査期間に更新機器の不具合はなく、事業の成果があったと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】

事　　　業　　　評　　　価　　　書

宜野座村がらまんホール物品購入

宜野座村長

宜野座村宜野座地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

18,700,000

18,700,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

平成30年度 令和元年度

円 円 円 円 円 円
事業費 3,774,480 18,437,000

交付金額 3,327,000 18,430,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

22,211,480

21,757,000

事　　　業　　　評　　　価　　　書

宜野座平松毛排水整備工事

宜野座村長

宜野座村字宜野座地内

当該道路は普段、住宅地の生活道路として地域住民に利用されているが、当
該箇所が雨水排水の流末箇所となっており、集中豪雨等の際に度々冠水し住
宅地内へ流れ込むなど生活環境に支障をきたしている状況である。
　また、地域からも排水機能を改善してほしい旨の要望がある事から、今回の整
備工事を実施することにより地域住民の生活環境の改善を図るものである。

【補助事業の成果及び評価】

今後とも地域住民の理解と協力を得ながら事業を実施。

無

整備工事
　　排水路改修 L=202.62m

平成30年度から令和元年度

　1）村ホームページへ令和２年3月掲載
　2）工事期間中の工事看板へ表示
　3）村広報誌へ令和２年３月掲載

　本事業を実施したことで、道路環境の向上を図り歩行者の安全が確保された。
また、地域住民へアンケートを実施したところ利便性が良くなったとの回答が寄せら
れており、地域住民が安全で生活道路として利用しやすい環境が整えられたと評価
できる。

【地域住民への周知の実施状況】



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度

円 円 円 円 円 円
事業費 9,570,000

交付金額 9,570,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

今後も適切に非常用発電機の管理を行う。

無し

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

【補助事業の成果及び評価】
　本事業を実施したことにより、水道水の安定供給が可能となった。また、整備後1
年間の稼働状況については、電気設備点検報告書において故障・不具合件数は0
件であり、良好に稼働できていることが確認できた。以上のことから、村内の環境衛
生の維持につながったと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下のように

する。
　　1）村ホームページへ掲載（6月掲載）
　　2）村広報情報誌へ掲載（6月掲載）

平成30年度故障・不具合回数：4回/年

非常用発電機購入

令和元年度

事業費及び交付金額

計

9,570,000

9,570,000

補助事業の成果の目標

　漢那導水ポンプ場は、漢那ダムから福山浄水場へ送水を行う重要な施設である。
ダムの水を福山浄水場へ送水するポンプの非常用発電機が、老朽化による不具
合・故障等が頻繁に発生しているため、修繕を行いながら使用しているが、停電時
に非常用発電機が作動せず宜野座村全域が断水する恐れがある。

このため、本事業により非常用発電機を更新することで、停電時の場合でも水道
水の安定供給が可能となり、村内の環境衛生の維持につながる。

（参考指標）

事　　　業　　　評　　　価　　　書

漢那導水ポンプ場非常用発電機購入

宜野座村長

宜野座村字漢那地内



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補助事業の成果の目標

補 助 事 業 の 内 容

補助事業の始期及び終期

令和元年度

円 円 円 円 円 円
事業費 7,370,000

交付金額 6,800,000

事業の改善措置及び今後
の対応

事業の評価に際しての第
三者機関の活用の有無

　本村字惣慶地内に位置するところに、宜野座村及び金武町が合同使用する
焼却施設の建設が予定されており、焼却施設は環境汚染の抑制を図るために
多量の水を使って冷却する必要がある。平常時においては、焼却施設にて使
用する1日分の水量を福山配水池からの送水により確保できるが、台風襲来等
の非常時においては、村民が清掃等で多量の水を使用することから、配水池の
水位が低下し水圧が下回るため、配水池から焼却施設へ送水不可となり、焼却
施設稼働に支障をきたすおそれがある。
　このため、本事業により加圧ポンプを設置することで、台風襲来等の非常時に
おいても給水が可能となり、焼却施設整備後の維持管理をを安定的に行うこと
ができる。
（参考指標）
非常時における必要水圧：0.082Mpa

【補助事業の成果及び評価】

今後も適切に加圧ポンプの管理を行う。

無し

加圧ポンプ設置工事

令和元年度

　本事業を行ったことで台風襲来時等の非常時においても給水が可能となり、焼却

施設を稼働することができた。また給水状況を確認したところ1ヶ月あたり292ｍ
3
の使

用を確認し、加圧ポンプを稼働させた時の水圧が0.4ＭＰ確認できたことから、非常
時に必要な水圧を確保することができた。その為焼却施設稼働の為に必要な工事
であったと評価する。

【地域住民への周知の実施状況】
本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事業である旨を以下のように

周知する。
　　1）村ホームページへ掲載（6月掲載）
　　2）村広報情報誌へ掲載（6月掲載）

事　　　業　　　評　　　価　　　書

福山配水池加圧ポンプ設置工事

宜野座村長

宜野座村字惣慶地内

   補助事業の成果及び評価
　 並びに地域住民への周知
　 の実施状況

事業費及び交付金額

計

7,370,000

6,800,000


